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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　シールドトンネル内のトンネル幅方向中央部に、トンネル軸方向に延びる中空部を有す

るプレキャストコンクリートブロックが設置されて、このブロックの上面が中央部の床面

を形成する一方、

　シールドトンネル内で前記中央部の床面とトンネル幅方向につながる床面を形成するプ

レキャストコンクリート製の床版部と、この床版部の下面に沿って該下面と一体又は別体

でトンネル軸方向に延びる根太部と、トンネル軸方向に間隔をあけて配置され前記根太部

を介して前記床版部を支持する、前記床版部と別体の２つの支持部と、を備え、

　前記２つの支持部の間が、トンネル幅方向に通行可能な通路部を構成し、

　前記床版部は、トンネル幅方向端部の床面に第１開口部を有し、

　前記第１開口部は、前記通路部と連通していて、前記第１開口部から前記通路部へアク

セス可能であり、

　前記プレキャストコンクリートブロックは、その側壁に第２開口部を有し、

　前記第２開口部は、前記通路部と連通していて、前記第２開口部を介して前記通路部か

ら前記プレキャストコンクリートブロック内の中空部へアクセス可能であることを特徴と

する、シールドトンネルの内部構造。

【請求項２】

　前記根太部は、トンネル軸方向に延びる鋼材により形成され、該鋼材はトンネル軸方向

に複数に分割されていて、連結用部材を介して連結されることを特徴とする、請求項１記
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載 の シ ー ル ド ト ン ネ ル の 内 部 構 造 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 支 持 部 は 、 鋼 製 の 支 柱 で あ り 、 前 記 床 版 部 の ト ン ネ ル 幅 方 向 の 両 端 部 の そ れ ぞ れ に

、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 間 隔 を あ け て 複 数 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項

２ 記 載 の シ ー ル ド ト ン ネ ル の 内 部 構 造 。

【 請 求 項 ４ 】

　 シ ー ル ド ト ン ネ ル 内 の ト ン ネ ル 幅 方 向 中 央 部 に 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 び る 中 空 部 を 有 す

る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク が 設 置 さ れ て 、 こ の ブ ロ ッ ク の 上 面 が 中 央 部 の 床 面

を 形 成 す る 一 方 、

　 シ ー ル ド ト ン ネ ル 内 で 前 記 中 央 部 の 床 面 と ト ン ネ ル 幅 方 向 に つ な が る 床 面 を 形 成 す る プ

レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 部 と 、 こ の 床 版 部 の 下 面 に 沿 っ て 該 下 面 と 別 体 で ト ン ネ

ル 軸 方 向 に 延 び る 鋼 材 か ら な る 根 太 部 と 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ 前 記 根

太 部 を 介 し て 前 記 床 版 部 を 支 持 す る ２ つ の 鋼 製 の 支 柱 と 、 を 備 え 、

　 前 記 ２ つ の 支 柱 の 間 が 、 ト ン ネ ル 幅 方 向 に 通 行 可 能 な 通 路 部 を 構 成 し 、

　 前 記 床 版 部 は 、 ト ン ネ ル 幅 方 向 端 部 の 床 面 に 第 １ 開 口 部 を 有 し 、

　 前 記 第 １ 開 口 部 は 、 前 記 通 路 部 と 連 通 し て い て 、 前 記 第 １ 開 口 部 か ら 前 記 通 路 部 へ ア ク

セ ス 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 シ ー ル ド ト ン ネ ル の 内 部 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 シ ー ル ド ト ン ネ ル の 内 部 構 造 に 関 し 、 特 に ト ン ネ ル の 床 面 （ 路 面 ） を 形 成 す

る 床 版 の 下 の 横 断 通 路 構 造 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 シ ー ル ド ト ン ネ ル の 施 工 に お い て は 、 シ ー ル ド 機 に よ り 、 そ の 先 端 部 で 地 中 を 掘 削 し 、

後 方 部 で セ グ メ ン ト を 円 周 方 向 に 組 み 立 て て 掘 削 断 面 を 支 保 す る 覆 工 を 構 築 す る こ と を １

リ ン グ 毎 に 繰 り 返 し な が ら 、 ト ン ネ ル を 構 築 す る 。 ま た 、 構 築 し た ト ン ネ ル の 底 部 に 床 版

を 設 置 す る な ど し て 、 床 面 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 に 近 年 、 シ ー ル ド ト ン ネ ル の 大 断 面 化 に 伴 い 、 ト ン ネ ル 内 部 の 構 造 物 （ 床 版 ） と し て

プ レ キ ャ ス ト 部 材 を 用 い る 構 造 、 方 法 が 実 施 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ２ ０ １ ９ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ５ ４ ９ ２ ３ ４ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 と こ ろ で 、 シ ー ル ド ト ン ネ ル の 内 部 構 造 に お い て 、 床 版 下 に ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 び る 避

難 路 や ラ イ フ ラ イ ン 敷 設 路 を 設 け る こ と が あ り 、 こ れ ら へ の ア ク セ ス の た め 、 床 版 下 を ト

ン ネ ル 幅 方 向 に 通 行 で き る 構 造 、 更 に は 、 床 版 上 か ら 床 版 下 へ ア ク セ ス で き る 構 造 が 必 要

と さ れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 複 雑 な 構 造 は シ ー ル ド ト ン ネ ル 工 事 の 工 程 を 遅 ら せ る 要 因 と な る た め 、

比 較 的 簡 単 な 構 造 で 、 し か も 十 分 な 強 度 を 維 持 で き る 構 造 が 求 め ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 で き る シ ー ル ド ト ン ネ ル の 内 部 構 造 （ 特 に 床 版 下 の 横

断 通 路 構 造 ） を 提 供 す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 で は 、 シ ー ル ド ト ン ネ ル 内 で 床 面 を 形 成 す る 床 版 部 と 、 こ の 床 版 部 の 下 面 に 沿 っ

て 該 下 面 と 一 体 又 は 別 体 で ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 び る 根 太 部 と 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 間 隔 を あ

け て 配 置 さ れ 前 記 根 太 部 を 介 し て 前 記 床 版 部 を 支 持 す る 少 な く と も ２ つ の 支 持 部 と 、 を 備

え 、 前 記 ２ つ の 支 持 部 の 間 が 、 ト ン ネ ル 幅 方 向 に 通 行 可 能 な 通 路 部 を 構 成 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 前 記 床 版 部 は 、 ト ン ネ ル 幅 方 向 端 部 の 床 面 に 第 １ 開 口 部 を 有 し 、 前 記 第 １ 開 口 部

は 、 前 記 通 路 部 と 連 通 し て い て 、 前 記 第 １ 開 口 部 か ら 前 記 通 路 部 へ ア ク セ ス 可 能 で あ る と

よ い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 シ ー ル ド ト ン ネ ル 内 の ト ン ネ ル 幅 方 向 中 央 部 に 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 び る 中 空 部

を 有 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク が 設 置 さ れ て 、 こ の ブ ロ ッ ク の 上 面 が 中 央 部

の 床 面 を 形 成 し 、 こ の 中 央 部 の 床 面 が 前 記 床 版 部 に よ り 形 成 さ れ る 床 面 と ト ン ネ ル 幅 方 向

に つ な が る 構 造 の 場 合 、 次 の よ う な 構 成 と す る と よ い 。

　 前 記 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク は 、 そ の 側 壁 に 第 ２ 開 口 部 を 有 し 、 前 記 第 ２ 開

口 部 は 、 前 記 通 路 部 と 連 通 し て い て 、 前 記 第 ２ 開 口 部 を 介 し て 前 記 通 路 部 か ら 前 記 プ レ キ

ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 内 の 中 空 部 へ ア ク セ ス 可 能 で あ る と よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 比 較 的 簡 単 で 、 し か も 十 分 な 強 度 を 維 持 で き る 構 造 で あ り な が ら 、 床

版 部 の 下 の 通 路 部 に よ り ト ン ネ ル 幅 方 向 に 通 行 （ 横 断 ） 可 能 と な る 。

　 ま た 、 床 版 部 の 上 か ら 下 の 通 路 部 へ の ア ク セ ス も 可 能 と す る こ と が で き 、 更 に 、 通 路 部

か ら ト ン ネ ル 幅 方 向 中 央 部 に あ る 中 空 部 （ 非 常 時 の 避 難 通 路 と し て 利 用 可 能 ） へ の ア ク セ

ス も 容 易 と す る こ と が で き る 。

　 従 っ て 、 有 事 の 際 に 有 効 に 利 用 で き る よ う に な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て 示 す シ ー ル ド ト ン ネ ル の 断 面 図

【 図 ２ 】 ア ク セ ス 位 置 で の シ ー ル ド ト ン ネ ル の 平 面 図

【 図 ３ 】 ア ク セ ス 位 置 で の シ ー ル ド ト ン ネ ル の 断 面 図 （ 図 ２ の Ａ － Ａ 断 面 図 ）

【 図 ４ 】 図 ２ の Ｂ － Ｂ 断 面 図

【 図 ５ 】 要 部 （ 床 版 部 、 根 太 部 及 び 支 柱 ） の 斜 視 図

【 図 ６ 】 根 太 部 の 連 結 構 造 を 示 す 図

【 図 ７ 】 根 太 部 と し て 凸 条 を 用 い る 例 を 示 す 斜 視 図

【 図 ８ 】 支 持 部 と し て 壁 体 端 部 を 用 い る 例 を 示 す 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。

　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て 示 す シ ー ル ド ト ン ネ ル の 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 シ ー ル ド ト ン ネ ル １ は 、 掘 削 し た 坑 の 壁 面 に 円 周 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ た セ グ メ ン ト を

組 み 付 け る こ と に よ り １ リ ン グ ず つ 構 築 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 シ ー ル ド ト ン ネ ル （ セ グ メ ン ト 坑 ） １ 内 の 床 面 ２ は 、 本 実 施 形 態 で は 、 ト ン ネ ル 底 部 の

幅 方 向 中 央 部 に 設 置 さ れ る 第 １ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ と 、 第 １ プ レ キ ャ ス

ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ と 一 方 （ 図 で は 右 方 ） の ト ン ネ ル 側 壁 部 １ ａ と の 間 に 設 置 さ れ

る 第 ２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ４ と 、 第 １ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク

３ と 他 方 （ 図 で は 左 方 ） の ト ン ネ ル 側 壁 部 １ ｂ と の 間 に 構 築 さ れ る 盛 土 構 造 体 ５ と 、 を 含

ん で 構 成 さ れ る 。

　 尚 、 第 １ 及 び 第 ２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ 、 ４ は 、 セ グ メ ン ト と 同 様 、 ト
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ン ネ ル 軸 方 向 に 所 定 の 長 さ に 分 割 さ れ て 並 設 さ れ 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 の 寸 法 は 、 通 常 、 セ グ

メ ン ト の ト ン ネ ル 軸 方 向 の 寸 法 （ １ リ ン グ の 幅 ； 例 え ば １ ～ ２ ｍ ） と 一 致 し て い る 。 プ レ

キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ 、 ４ の ト ン ネ ル 軸 方 向 の 寸 法 と 、 セ グ メ ン ト 幅 寸 法 が 一

致 し て い る 場 合 、 ま た は 、 い ず れ か の 寸 法 の 倍 数 が 他 方 の 寸 法 と 一 致 し て い る 場 合 は 、 プ

レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ 、 ４ の 設 置 は 、 セ グ メ ン ト の 組 立 の 作 業 サ イ ク ル に 合

わ せ て 実 施 す る こ と が 可 能 と な り 、 作 業 効 率 の 点 で 好 適 で あ る 。 た だ し 、 必 ず し も 一 致 し

て い る 必 要 は な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 第 １ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ は 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 び る 中 空 部 ６ を 有 し

、 下 側 が 閉 じ た ボ ッ ク ス 型 の 断 面 形 状 （ 一 般 に ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト と 呼 ば れ る ） を し て い

る が 、 下 側 が 開 い た 門 型 の 断 面 形 状 で あ っ て も よ い 。

　 第 ２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ４ は 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 び る 中 空 部 ７ を 有 し

、 扇 型 の 断 面 形 状 を し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 盛 土 構 造 体 ５ は 、 第 １ 及 び 第 ２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ 、 ４ の 設 置 後 、 第

１ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ と 前 記 他 方 の ト ン ネ ル 側 壁 部 １ ｂ と の 間 に 、 流 動

化 処 理 土 を 充 填 し て 固 化 さ せ る こ と に よ り 構 築 す る 。

　 流 動 化 処 理 土 に は 、 例 え ば 現 地 で 大 量 に 発 生 す る ト ン ネ ル 掘 削 土 に セ メ ン ト 、 水 、 流 動

化 剤 な ど を 入 れ て 攪 拌 混 合 し た も の を 用 い る こ と が で き る 。

　 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 床 面 ２ の 一 部 を 盛 土 構 造 体 ５ と し た が 、 こ こ に 第 ２ プ レ キ ャ ス ト

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ４ と 同 様 （ 対 称 形 ） の 第 ３ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク を 設

置 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 第 １ 及 び 第 ２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ 、 ４ 、 及 び 、 盛 土 構 造 体 ５ か ら な る

床 面 ２ の 上 に は 、 最 終 的 に 、 路 床 ８ を 構 築 す る 。 こ れ に よ り 路 床 面 ８ ａ が 完 成 す る 。

　 路 床 ８ は 、 砕 石 類 を 敷 設 し た り 、 コ ン ク リ ー ト を 所 定 の 厚 さ に 打 設 し た り 、 あ る い は プ

レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 版 を 敷 設 し た り す る 等 、 ト ン ネ ル 内 の 利 用 目 的 に 応 じ た 方 法 に よ

っ て 構 築 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 路 床 ８ 構 築 前 の 第 １ 及 び 第 ２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ

ー ト ブ ロ ッ ク ３ 、 ４ 、 及 び 、 盛 土 構 造 体 ５ は 、 多 少 の 段 差 を 有 し て い て も よ い 。

　 路 床 面 ８ ａ が 道 路 と な る が 、 そ の ト ン ネ ル 幅 方 向 端 部 に は 、 仕 切 壁 （ ガ ー ド 壁 ） ９ に よ

り 隔 て て 、 緊 急 時 あ る い は 点 検 時 用 の 歩 道 １ ０ が 設 定 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ こ に お い て 、 第 １ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ の 中 空 部 ６ は 、 非 常 時 の 避 難

通 路 と し て 使 用 で き る 。 ま た 、 第 ２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ４ の 中 空 部 ７ は 、

ラ イ フ ラ イ ン 敷 設 空 間 と し て 使 用 で き る 。 従 っ て 、 こ の よ う な 使 用 を 前 提 と す る 場 合 に 、

ト ン ネ ル 軸 方 向 の 所 定 距 離 （ 例 え ば ２ ５ ０ ｍ ） 毎 に ア ク セ ス 位 置 を 設 定 し 、 前 記 避 難 通 路

及 び 前 記 ラ イ フ ラ イ ン 敷 設 空 間 へ の ア ク セ ス を 可 能 と す る ア ク セ ス 構 造 を 構 築 す る 必 要 が

あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ は ア ク セ ス 位 置 で の シ ー ル ド ト ン ネ ル の 平 面 図 、 図 ３ は ア ク セ ス 位 置 で の シ ー ル ド

ト ン ネ ル の 断 面 図 （ 図 ２ の Ａ － Ａ 断 面 図 ） 、 図 ４ は 図 ２ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。 尚 、 図 ２

と 図 ４ は 路 床 ８ を 省 略 し た 状 態 で 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ２ を 参 照 し 、 ア ク セ ス 位 置 に あ る 第 ２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク （ 以 下 「 ア

ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ ッ ク 」 と い う ） ４ の 上 面 に 、 ト ン ネ ル 側 壁 部 １ ａ に 沿 っ て 、 第 １ 開 口 部

１ １ が 設 け ら れ る 。

　 第 １ 開 口 部 １ １ は 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 長 く 開 口 さ れ て お り 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 並 ぶ 例 え

ば ５ つ の ア ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ ッ ク ４ に 跨 が っ て 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 第 １ 開 口 部 １ １ の 一 部 が 設 け ら れ る ア ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ ッ ク ４ は 、 通 常 の 第 ２ プ レ キ ャ
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ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ４ と 同 じ 型 枠 を 用 い て 形 成 さ れ る が 、 型 枠 内 に 間 詰 め 材 を 配 置

す る こ と で 、 通 常 の 第 ２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ４ に 対 し そ の 一 部 に 切 欠 き 部

を 有 し て い る 。 そ し て 、 そ の 切 欠 き 部 を 鋼 材 で 補 強 し 、 コ ン ク リ ー ト と 鋼 材 と の ハ イ ブ リ

ッ ド 構 造 を な し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ア ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ ッ ク ４ は 、 図 ５ の 斜 視 図 に 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ル ド ト ン ネ ル １ 内

で 床 面 を 形 成 す る コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 部 ４ １ と 、 こ の 床 版 部 ４ １ の 下 面 で ト ン ネ ル 幅 方

向 の 各 端 部 に 設 け ら れ ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 び る ２ 本 の 鋼 製 の 根 太 部 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ と 、 根

太 部 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ を 介 し て 床 版 部 ４ １ を 支 持 す る 鋼 製 の 支 柱 （ 支 持 部 ） ４ ３ Ａ 、 ４ ３ Ｂ

と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 根 太 部 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ は 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 び る 鋼 材 （ Ｈ 形 鋼 ） に よ り 形 成 さ れ 、 図

２ か ら わ か る よ う に 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 並 設 さ れ る 複 数 の ア ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ ッ ク ４ に 跨

が る 。 従 っ て 、 １ 本 の 鋼 材 で は 取 り 扱 い に く い た め 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ て

い て 、 図 ６ （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 用 部 材 ５ ０ を 介 し て 連 結 さ れ る 。 連

結 用 部 材 ５ ０ と し て は 、 ３ 方 向 か ら あ て が わ れ て ボ ル ト 固 定 さ れ る ３ 枚 の 連 結 用 プ レ ー ト

な ど が 用 い ら れ る 。 但 し 、 根 太 部 ４ ２ Ａ （ 又 は ４ ２ Ｂ ） の 連 結 位 置 は ア ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ

ッ ク ４ の ト ン ネ ル 軸 方 向 の 連 結 位 置 と ず ら す と よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 つ ま り 、 シ ー ル ド ト ン ネ ル で 床 面 を 形 成 す る 床 版 部 ４ １ は 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 所 定 の 長

さ を 有 す る 複 数 の 床 版 部 材 に 分 割 さ れ て 並 設 さ れ る 。 根 太 部 ４ ２ Ａ （ 又 は ４ ２ Ｂ ） は 分 割

さ れ た 複 数 の 床 版 部 材 に 跨 が る 。 根 太 部 ４ ２ Ａ （ 又 は ４ ２ Ｂ ） も ト ン ネ ル 軸 方 向 に 複 数 に

分 割 さ れ て い る こ と が 、 取 り 扱 う 上 で 好 ま し く 、 連 結 用 部 材 ５ ０ を 介 し て 連 結 さ れ る 。 こ

こ に お い て 、 根 太 部 ４ ２ Ａ （ 又 は ４ ２ Ｂ ） の 連 結 位 置 ｃ １ と ト ン ネ ル 軸 方 向 に 複 数 に 分 割

さ れ た 床 版 部 材 の 接 続 位 置 ｃ ２ と は 位 置 を ず ら す と よ い （ 図 ４ 参 照 ） 。 位 置 が 同 じ で あ る

場 合 、 床 版 部 材 に 加 わ る 荷 重 に 対 し て 強 度 的 に 弱 点 と な る か ら で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 根 太 部 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ と し て 、 床 版 部 ４ １ と 別 体 の 鋼 製 部 材 を 用

い た が 、 図 ７ に 示 す 根 太 部 ４ ２ ＇ Ａ 、 ４ ２ ＇ Ｂ の よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 部 ４ １ の

下 面 と 一 体 で リ ブ 状 に 突 出 す る 補 強 用 の 凸 条 で あ っ て も よ い 。

　 ま た 、 補 強 用 の 凸 条 （ リ ブ ） を 設 け た 上 で 、 根 太 部 と し て 、 鋼 製 部 材 を 用 い る よ う に す

る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 前 記 支 柱 ４ ３ Ａ は 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 を あ け て 設 け ら れ 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 の

前 後 の 支 柱 ４ ３ Ａ 、 ４ ３ Ａ 間 に ト ン ネ ル 幅 方 向 に 通 行 （ 横 断 ） 可 能 な 通 路 部 ４ ４ が 形 成 さ

れ る 。

　 ま た 、 前 記 支 柱 ４ ３ Ｂ に つ い て も 同 様 で 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 を あ け て 設 け ら

れ 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 の 前 後 の 支 柱 ４ ３ Ｂ 、 ４ ３ Ｂ 間 に ト ン ネ ル 幅 方 向 に 通 行 （ 横 断 ） 可 能

な 通 路 部 ４ ４ が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 尚 、 図 ２ で は 、 支 柱 ４ ３ Ａ 、 ４ ３ Ｂ を ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 び る 根 太 部 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ の

両 端 部 と 中 間 部 と に 計 ３ 本 設 け て い る が 、 そ の 数 は 任 意 で あ り 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 並 設 さ

れ る ア ク セ ス 用 ブ ロ ッ ク ４ ご と に 設 け る な ど し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 根 太 部 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ を 介 し て 床 版 部 ４ １ を 支 持 す る 支 持 部 と

し て 、 支 柱 ４ ３ Ａ 、 ４ ３ Ｂ を 用 い た が 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 を あ け る こ と が で き

れ ば よ く 、 ２ つ の 壁 体 端 部 と し て 、 こ れ ら の 間 に 通 路 部 が 形 成 さ れ る よ う な 構 成 と し て も

よ い 。

　 こ の よ う に し た 例 を 図 ８ に 示 す 。 図 ８ は 図 ２ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 に 相 当 す る 図 で 、 図 ４ と は

異 な り 、 根 太 部 ４ ２ Ａ の 端 部 を 壁 体 端 部 ４ ５ で 支 持 し て い る 。
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　 支 持 部 を 支 柱 に し た 場 合 、 床 版 部 に 加 わ る 荷 重 に 対 す る 座 屈 等 を 注 意 す る 必 要 が あ る が

、 壁 体 端 部 と し た 場 合 、 座 屈 等 の お そ れ は 低 減 で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ア ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ ッ ク ４ の 床 版 部 ４ １ は 、 ト ン ネ ル 幅 方 向 端 部 の 床 面 に 第 １ 開 口 部 １

１ を 有 し て い る が 、 こ の 第 １ 開 口 部 １ １ は 、 前 記 通 路 部 ４ ４ と 連 通 し て い る 。 従 っ て 、 第

１ 開 口 部 １ １ か ら 前 記 通 路 部 ４ ４ へ ア ク セ ス 可 能 で あ る 。

　 尚 、 第 １ 開 口 部 １ １ に は 、 図 示 は 省 略 し た が 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 降 り て い く こ と が で き

る 階 段 あ る い は 滑 り 台 を 設 置 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ア ク セ ス 位 置 に あ る 第 １ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク （ 以 下 「 ア ク セ ス 用 第 １ ブ

ロ ッ ク 」 と い う ） ３ の 上 面 は 、 ア ク セ ス 位 置 で の 中 央 部 の 床 面 を 形 成 し 、 こ の 中 央 部 の 床

面 は ア ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ ッ ク ４ （ 床 版 部 ４ １ ） に よ り 形 成 さ れ る 床 面 と ト ン ネ ル 幅 方 向 に

つ な が る 。 つ な が り 部 は 多 少 の 段 差 を 有 し て い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ こ に お い て 、 ア ク セ ス 用 第 １ ブ ロ ッ ク ３ に は 、 そ の 側 壁 部 （ ア ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ ッ ク

４ 側 ） に 、 第 ２ 開 口 部 １ ２ が 形 成 さ れ る 。

　 第 ２ 開 口 部 １ ２ は 、 前 記 通 路 部 ４ ４ と 連 通 し て い て 、 前 記 通 路 部 ４ ４ か ら 前 記 第 ２ 開 口

部 １ ２ を 介 し て ア ク セ ス 用 第 １ ブ ロ ッ ク ３ 内 の 中 空 部 ６ へ ア ク セ ス 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ア ク セ ス 用 第 １ ブ ロ ッ ク ３ の 第 ２ 開 口 部 １ ２ の 上 縁 に は 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 び る 鋼 製

の 根 太 部 ３ ２ が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 第 ２ 開 口 部 １ ２ の 左 右 の 縁 部 に 沿 っ て 、 更 に は 第 ２

開 口 部 １ ２ の ト ン ネ ル 軸 方 向 の 中 間 部 に 、 根 太 部 ３ ２ を 支 持 す る よ う に 、 複 数 の 鋼 製 の 支

柱 （ 支 持 部 ） ３ ３ が 設 け ら れ る 。

　 ア ク セ ス 用 第 １ ブ ロ ッ ク ３ の 根 太 部 ３ ２ 及 び 支 柱 ３ ３ は 、 ア ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ ッ ク ４ の

根 太 部 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ 及 び 支 柱 ４ ３ Ａ 、 ４ ３ Ｂ と 同 様 に 形 成 す れ ば よ い 。

　 但 し 、 第 ２ 開 口 部 １ ２ は 、 人 が 通 り 抜 け る こ と が で き れ ば よ い の で 、 １ ～ 複 数 の ア ク セ

ス 用 ブ ロ ッ ク ３ に 個 別 に 形 成 し て も よ い 。 こ の よ う に す る 場 合 、 第 ２ 開 口 部 １ ２ の １ つ １

つ の 大 き さ は 小 さ い の で 、 補 強 の 重 要 度 は 低 く な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ト ン ネ ル 床 面 の 第 １ 開 口 部 １ １ か ら 床 版 部 ４ １ の 下 の 通 路 部 ４ ４

へ ア ク セ ス 可 能 で あ り 、 こ の 通 路 部 ４ ４ に よ り 、 ト ン ネ ル 幅 方 向 に 通 行 （ 横 断 ） で き る 。

そ し て 、 第 ２ 開 口 部 １ ２ を 介 し て 、 ト ン ネ ル 幅 方 向 中 央 部 に あ る 中 空 部 ６ （ 非 常 時 の 避 難

通 路 と し て 利 用 可 能 ） へ の ア ク セ ス も 容 易 と な る 。 従 っ て 、 有 事 の 際 に 有 効 に 利 用 で き る

よ う に な る 。 し か も 、 比 較 的 簡 単 な 構 造 で あ り な が ら 、 十 分 な 強 度 を 維 持 で き 、 ア ク セ ス

構 造 の 構 築 の た め に 工 事 が 遅 れ る の も 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 尚 、 図 示 の 実 施 形 態 は あ く ま で 本 発 明 を 例 示 す る も の で あ り 、 本 発 明 は 、 説 明 し た 実 施

形 態 に よ り 直 接 的 に 示 さ れ る も の に 加 え 、 特 許 請 求 の 範 囲 内 で 当 業 者 に よ り な さ れ る 各 種

の 改 良 ・ 変 更 を 包 含 す る も の で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 １ 　 シ ー ル ド ト ン ネ ル （ セ グ メ ン ト 坑 ）

　 ２ 　 床 面

　 ３ 　 第 １ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク （ ア ク セ ス 用 第 １ ブ ロ ッ ク ）

　 ４ 　 第 ２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク （ ア ク セ ス 用 第 ２ ブ ロ ッ ク ）

　 ５ 　 盛 土 構 造 体

　 ６ 　 中 空 部 （ 避 難 通 路 ）

　 ７ 　 中 空 部 （ ラ イ フ ラ イ ン 敷 設 空 間 ）

　 ８ 　 路 床

　 ８ ａ 　 路 床 面
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　 ９ 　 仕 切 壁 （ ガ ー ド 壁 ）

１ ０ 　 歩 道

１ １ 　 第 １ 開 口 部

１ ２ 　 第 ２ 開 口 部

３ ２ 　 根 太 部

３ ３ 　 支 柱

４ １ 　 床 版 部

４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ 　 根 太 部 （ 鋼 製 部 材 ）

４ ２ ＇ Ａ 、 ４ ２ ＇ Ｂ 　 根 太 部 （ 凸 条 ）

４ ３ Ａ 、 ４ ３ Ｂ 　 支 柱 （ 支 持 部 ）

４ ４ 　 通 路 部

４ ５ 　 壁 体 端 部

５ ０ 　 連 結 用 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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